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野外鷹無定位磁力計の試作
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榔翻》バ瞬磐蜷で。／硫七、鴛蟻Q購／ば縮艦部1蔦

取付けられたジ・ヤ㌧ず篇（藝玉図⑧）1・ζ1連結し〆て常1こ難藪

を録つめにしてあ欝，．i二部の栓は磁4。1醗）、織（，舞図

（、鋤の篠．至．．峯（第t図ゆと！、！でプラスチック都用い“ぐ1

ある。

　　嬉欝1鷲勢、1嚢韓譲穣ネ　ジ　メ讃7ζ鰹鳶　蘇 、1・唖』 ド薦　　粥　　（　L図

③）に1麟雛ネジを切導醐i部を1。1転ずるこ～づ二より｛1石

対の、．L下勤を編　勤ることができる9なお，義葺藷1り羅

麟辮糊轍が剛醤i隊す蕎二挫防くソ、二め吊り、幅縦溝

を切鱗／罵した1獲起を溝申にスラ4ドザ妻噺きる、ようにしー（順

ある礁まプ潮蟻を・『嘆聯齢　回隻ぎ瞬誌腕建ンない蓼

　顔愈ヵバ…（第賃灘、鎗）を鳶h体に麺付け噛鱈聖柔防止おを

兼ねているQ

　加薫は大・部分旋盤を灘いノ、二が七くに外三鍵ケース、癬i欝）

際は摩擦に窄、購1腕、轡，奪雌・護、跨豫があ讐，騨屑が纏

し加3．二しにくかったゆそ・の他、三鱗お。疑鳶繍冒畷難醐峯

（第1麟⑫）はほと／歪〆ど毛加l　Pある。

　　．1｝縁！よ2嚢…絢7》一一ストップ㍉で羊　錘　許蕉，季こ歌ξ㍉曜よ酵

下部〔粟）脚がゆる矯由に 1部パでプ僻1磯fスライドする

ご“とができ，下鯛麺左にli転することに、より麟搬置

で、蓑二、めることができ㍍

　下部ノ解プの外鰻は臨驚、醸，…1二部パ・やプ騨）外径は慧（）

驚／燃のア，ルミ麟オ㍑・バ仁プで欝込擬，熱蝋／翻難，引伸

／、寸1試！妻蹴雛／驚で麦）る“鰍励賦は i、、ζ課瞳続部癖罫加

滋の軽効絹窟部毒顔加．1ン銚鵜

　以．1二試・作海踊犠嚇、，！、、融、．〆たの　ま｝るが賢舗　　に改幾、

‘君）、1慧、ど漢デ　威姥下記（3），ll、乳が擬矯れるゆ

　（め磁石対を、．㌔麹凹るアル溶ギプ／潔ス／・ツノいの

　　　　　　　　fl駈瓢）可能挫があ1～），使用棚鎌＿灘

1笠たすため，・二の部の．．綴．i㌶補、叢を必要とする。

　（幻燐一i吊り　；　　　　　鎖弄就賑勲’郷

、、疑鰭麟け．、惣になゲ数・るが，麟匙ドれていないため！．

麟、こ、欝調整がむず堆疹い。こ二のため淀裁ぎしか・繍

やかに取／’えら才毛、る。尋改斑せねばならない崇

　（、3）、膿鱒鱒簸の簸幣＿、蓄体的な麟瞭∫、皇i璃捨バーが

必 繁涛、＞る拳

　以．1藁1試ダ継轟」後大ン幣ド犬飼．1鍵轡騨／．／l．鰍し

翻簿）、，覇、ぎ～齢l／／て感ぜられた、1、　／鵡。

　以1＝は，裁作、中慕程捻鱒鷺蟹駕プ馨鞠磁鴻が，こ．の野外

用無定／獄翻＾は売分に／i粥7騰るこ、と，，　、て

い～翫注

参蕎文献

注）飛井緩・小．籍．．薄，奪7仁リレドぜ翫の1滋化

　　　　　　　方イ．　凹瀞1る一一野男・ノ灘鱒ミ淀騒∠，i』力計の

　　　　　　　　試／乍一一一，．醜璽畿慧一謀欝　1磯

　　　　　　　号（玉．貿号），玉、繋65

の．、田、、1馳罷小、1叉誉楡纒露駄，鷺、1ごび微煽、1㌧化

　　　　　　　　の測定，物湘1，臨．呂，鼠．5三鱒｝，工蟷

3）A婁繍痴、象＆A／縣臨s“　’工掘裏醗蜘聡

　　　　　　　　麟笠蜘醸懲負）y縦臆c〔1磯x）臨輸

　　　　　　　　璽獄騰鐙懲融瞭瓢糠幽磁，熱雛，A鋤、．

　　　　　　　　」蝶．＄cL，vζ）L慧照，1）惑1縢畷嫉，

　　　　　　　　／，％マ

3豪憂…σ2の




